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お寺のモクの木空師が枝落とし 

高崎の仁叟寺 

 

 高崎市吉井町神保の仁叟寺にある市天然記念物「モクの木」で 18 日、「空師」の中澤重

雄さん（５９）＝同市倉賀野町＝による枝落としが行われた。 

 空師は身一つで高い木に登り、伐採などをする職人のこと。中澤さんはロープを巧みに

操って高さ 28 メートルの木に登り、大小 10 本の枯れ枝に、竹ざおでロープを巻きつけて

はチェーンソーで次々に地上に下ろした。 

 中澤さんは「高いところは怖いが、それ以上に周囲のものを壊さないよう気を使う」と

話していた。 


